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田
　
　

忠
　

治
時
代
を
動
か
し
た
大
政
治
家

保

戸

野

の

神

童

町
田
忠
治
は
、
江
戸
時
代
も
末
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
三
十
日
に
、
秋
田
市
保
戸
野
（
旧
秋
田
郡
保
戸
野

村
）
八
丁
新
町
で
産
声
を
ヒ
げ
た
。
父
は
伝
次
、
母
は
シ
ン
で
、
六
人
兄
弟
の
四
男
で
あ
る
。
明
治
維
新
ま
で
あ
と
五



年
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
。

町
田
家
は
代
々
佐
竹
氏
に
仕
え
、
上
層
に
属
す
る
藩
士
で
あ
っ
た
。
忠
治
の
祖
父
平
治
は
藩
政
の
末
期
、
大
阪
勘
定

奉
行
と
な
っ
て
藩
の
財
政
建
て
直
し
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
町
田
家
自
体
の
締
高
は
わ
ず
か
百
石
程
度
で
家
格
の
割
り
に
は
ず
い
ぶ
ん
低
く
、
そ
れ
も
明
治
維
新
後
の

縁
制
改
革
で
一
挙
に
三
十
五
石
に
減
じ
ら
れ
、
廃
藩
後
は
祖
父
も
役
職
を
解
か
れ
て
浪
々
の
身
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

加
え
て
、
忠
治
の
父
は
忠
治
が
三
歳
の
時
に
早
世
し
て
お
り
、
忠
治
の
幼
少
年
期
の
家
計
は
相
当
苦
し
か
っ
た
よ
う

で
、
三
男
以
久
治
は
滝
田
家
に
養
子
に
や
ら
れ
、
姉
峯
子
は
石
井
家
に
養
女
に
出
さ
れ
て
い
る
。
忠
治
自
身
も
、
十
三

歳
の
時
に
、
叔
母
町
田
直
の
養
子
と
な
っ
て
そ
の
跡
を
継
い
だ
。

忠
治
の
祖
父
の
し
つ
け
は
非
常
に
厳
格
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
養
子
先
の
叔
母
も
ま
た
な
か
な
か
厳
し
い
家
庭
教
育

を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
、
忠
治
は
そ
の
も
と
で
、
折
り
目
正
し
く
忍
耐
強
く
成
長
し
て
い
っ
た
。

「
保
戸
野
の
神
童
」
と
言
わ
れ
、
手
形
の
井
上
広
居
、
楢
山
の
田
中
隆
三
と
と
も
に
そ
の
秀
才
ぶ
り
が
知
ら
れ
て
い

た
町
田
は
、
明
治
五
年
の
学
制
施
行
後
、
保
戸
野
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
西
廓
学
校
に
入
学
し
た
が
、
間
も
な
く
太
平

学
校
の
付
属
小
学
校
に
転
校
。
さ
ら
に
、
明
治
九
年
に
は
、
太
平
学
校
の
中
学
科
が
名
称
変
更
に
な
っ
た
変
則
中
学
科

に
進
学
し
て
い
る
。

こ
の
変
則
中
学
科
は
間
も
な
く
中
学
師
範
予
備
科
と
改
称
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
明
治
十
五
年
九
月
一
日
に
独

立
し
て
県
立
秋
田
中
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
三
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
県
立
秋
田
南
高
等
学
校
と
な
り
、

さ
ら
に
二
十
八
年
に
県
立
秋
田
高
等
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
到
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



町
田
が
秋
田
師
範
中
学
師
範
予
備
科
を
卒
業
し
た
の
は
明
治
十
三
年
だ
が
、
こ
れ
は
、
創
立
百
三
十
周
年
に
な
る
秋

田
高
校
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
卒
業
し
た
の
は
全
部
で
十
三
名
で
あ
っ

た
。卒

業
後
、
町
田
は
東
京
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
学
予
倚
門
に
進
む
。
た
ま
た
ま
こ
の
年
か
ら
県
費
を
も
っ
て
中
央
の

官
立
学
校
へ
進
学
す
る
道
が
開
か
れ
、
成
績
優
秀
な
町
田
も
い
ち
早
く
そ
の
県
費
留
学
生
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

向
学
心
に
燃
え
、
法
律
と
経
済
を
中
心
に
す
え
て
勉
強
を
始
め
た
町
田
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
も
身
体
が
東
京
の
風
上

に
な
じ
ま
ず
、
ひ
ど
い
脚
気
を
患
う
に
到
っ
て
一
時
学
業
を
中
断
、
故
郷
に
帰
っ
て
療
養
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
七
年
の
五
・
五
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
犬
養
毅
首
相
は
、
若
い
こ
ろ
は
各
種
の
新
聞
に
関
係
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
町
田
が
休
学
し
て
帰
省
し
た
当
時
は
、
秋
田
魁
新
報
の
前
身
で
あ
る
秋
田
日
報
の
主

筆
と
し
て
論
陣
を
張
る
一
方
、
致
遠
館
と
い
う
私
塾
を
開
い
て
、
自
由
民
権
思
想
を
青
年
た
ち
に
説
い
て
い
た
。

帰
省
中
の
町
田
は
そ
の
犬
養
の
人
柄
と
思
想
に
大
い
に
共
鳴
し
、
し
き
り
に
塾
の
世
話
も
焼
い
た
。
こ
れ
が
、
後
年
、

町
田
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
政
界
へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
く
機
縁
に
な
る
。

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

と

し

て

出

発

さ
て
、
明
治
二
十
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
専
科
を
卒
業
し
た
町
田
は
、
恩
師
金
子
堅
太
郎
の
勧
誘
も
だ
し
が
た
い

も
の
が
あ
っ
て
、
一
年
間
だ
け
政
府
の
法
制
局
に
勤
務
す
る
が
、
翌
年
に
は
、
か
ね
て
の
人
生
設
計
に
し
た
が
っ
て
ま



ず
新
聞
界
に
身
を
投
ず
る
。

最
初
は
、
犬
養
毅
の
手
引
き
に
よ
る
朝
野
新
聞
で
あ
っ
た
。
同
紙
は
当
時
も
っ
と
も
自
由
主
義
的
な
新
聞
で
、
後
に

〈
憲
政
の
神
様
〉
と
言
わ
れ
た
尾
崎
行
雄
（
咢
堂
）
も
在
職
し
て
い
た
。

朝
野
新
聞
は
、
藩
閥
政
治
を
厳
し
く
糾
弾
し
た
の
で
再
三
弾
圧
を
被
り
、
経
営
も
苦
し
く
な
っ
た
。
町
田
は
犬
養
、

尾
崎
ら
と
と
も
に
同
社
を
去
り
、
二
十
四
年
十
一
月
に
は
、
大
隈
重
信
の
郵
便
報
知
に
移
っ
て
ふ
た
た
び
鋭
い
論
調
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

郵
便
報
知
紙
は
、
他
社
に
さ
き
が
け
て
口
語
体
を
採
用
す
る
な
ど
新
聞
の
大
衆
化
を
め
ざ
し
て
い
た
新
聞
だ
が
、
町

田
は
次
第
に
編
集
上
の
実
権
者
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
過
程
で
外
遊
の
望
み
も
抱
く
よ
う
に
な
る
。

そ
の
外
遊
が
実
現
し
た
の
が
二
十
六
年
で
あ
る
。
町
田
は
、
米
国
郵
船
の
ペ
キ
ン
号
に
乗
っ
て
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
向

か
い
、
そ
こ
か
ら
、
立
憲
政
治
の
先
進
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
ま
わ
っ
て
議
会
運
営
や
政
党
の
活
動
状
況
な
ど
を
詳
し

く
視
察
す
る
一
方
、
同
国
の
財
政
経
済
状
態
も
研
究
調
査
し
て
、
大
英
帝
国
の
富
強
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
を
学
び
、

翌
年
五
月
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
国
し
た
。

町
田
が
結
婚
し
た
の
は
、
渡
英
の
四
年
前
に
な
る
明
治
二
十
二
年
で
、
相
手
は
秋
田
藩
の
儒
者
渡
部
広
成
の
娘
コ
ウ

（
通
称
孝
子
）
で
、
同
嬢
と
は
大
儒
根
本
通
明
博
士
の
塾
で
知
り
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ウ
は
、
県
立
秋
田
師
範
学

校
女
子
師
範
科
を
首
席
で
卒
業
し
て
県
費
留
学
生
と
な
り
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
の

第
一
期
卒
業
生
と
な
っ
た
才
媛
で
あ
っ
た
。

外
遊
中
、
町
田
は
そ
の
妻
と
娘
を
早
稲
田
の
大
隈
重
信
邸
に
預
け
て
い
る
。
明
治
十
五
年
に
東
京
専
門
学
校
（
現
早



稲
田
大
学
）
を
創
立
し
た
大
隈
は
、
在
野
の
教
育
運
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

町
田
と
大
隈
の
因
縁
は
以
前
か
ら
浅
が
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
が
、
町
田

が
外
遊
中
の
自
分
の
留
守
家
族
の
面
倒
を
み
て
も
ら
う
と
い
っ
た
こ
と
を

通
じ
て
そ
れ
は
い
っ
そ
う
親
密
度
を
増
し
、
両
家
の
交
際
は
終
生
変
わ
ら

な
い
も
の
と
な
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
、
経
済
誌
ロ
ン
ド
ン

ー
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
英
国
経

済
界
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
町

田
は
、
日
本
で
も
そ
う
し
た
雑
誌
の
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
、

帰
朝
後
さ
っ
そ
く
そ
の
創
刊
に
取
り
組
み
、
明
治
二
十
八
年
十
一
月
に
東

洋
経
済
新
報
の
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
町
田
の
経
済

界
で
の
活
躍
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

幾堂の署名がある町田の書（秋田高校会議室）

財

界

へ

東
洋
経
済
新
報
を
軌
道
に
の
せ
た
町
田
は
、
経
営
の
一
切
を
後
継
者
に
譲
っ
て
、
自
身
は
日
本
銀
行
に
調
査
役
と
し

て
入
っ
た
。
明
治
三
十
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。



最
初
は
本
店
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
翌
三
十
一
年
一
月
に
は
、
岩
崎
弥
之
助
総
裁
の
特
命
に
よ
っ
て
大
阪
支
店
の
監
査

役
に
転
じ
た
。
特
命
の
内
容
は
、
日
本
銀
行
の
官
僚
的
な
体
質
を
改
め
、
大
阪
の
経
済
人
と
腰
を
低
く
し
て
接
す
る
よ

う
に
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。

町
田
は
総
裁
の
意
を
体
し
て
仕
事
に
精
励
し
、
経
済
界
の
深
い
信
頼
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
三
十
二
年
三
月
に
大

阪
支
店
を
退
く
が
、
そ
の
と
き
、
山
口
吉
郎
兵
衛
家
が
経
営
し
て
い
た
山
口
銀
行
か
ら
、
是
非
と
も
総
理
事
に
就
任
し

て
ほ
し
い
と
の
強
い
要
請
を
受
け
、
引
き
続
き
大
阪
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。

山
口
銀
行
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
創
業
の
両
替
商
で
あ
る
。
町
田
に
声
が
か
か
っ
た

当
時
も
ま
だ
両
替
商
に
毛
の
生
え
た
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た
。

当
主
が
ま
だ
若
年
の
う
え
虚
弱
体
質
で
あ
っ
た
の
で
、
銀
行
業
務
は
ほ
と
ん
ど
番
頭
ま
か
せ
に
な
っ
て
お
り
、
経
営

体
質
は
古
く
、
銀
行
員
と
い
っ
て
も
わ
ず
か
十
数
名
で
経
営
内
容
も
到
っ
て
貧
弱
で
あ
っ
た
。
町
田
は
、
そ
の
銀
行
の

体
質
改
善
、
経
営
刷
新
を
懇
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

町
田
は
、
業
務
内
容
の
徹
底
し
た
検
討
と
、
秋
田
中
学
の
後
輩
で
あ
る
佐
々
木
駒
之
助
な
ど
優
秀
な
人
材
の
確
保
を

足
掛
か
り
に
し
て
山
口
銀
行
再
建
に
乗
り
出
し
、
努
力
と
才
覚
で
次
々
に
独
創
的
な
試
み
を
成
功
さ
せ
て
、
十
年
後
に

は
、
業
界
関
係
者
の
誰
も
が
驚
き
の
目
を
見
張
る
ほ
ど
に
山
口
銀
行
を
拡
大
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
過
程
を
通
じ
て
町
田
は
、
関
西
財
界
で
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

山
口
銀
行
に
入
っ
て
十
年
、
か
つ
て
の
虚
弱
な
当
主
も
今
は
慶
応
義
塾
を
卒
業
し
て
成
人
と
な
っ
て
い
る
。
四
十
二

年
五
月
、
町
田
は
そ
の
若
き
当
主
を
伴
っ
て
欧
米
の
地
に
遊
び
、
半
年
後
に
帰
国
す
る
と
、
山
口
家
を
退
い
て
か
ね
て



念
願
の
政
界
進
出
の
準
備
を
具
体
的
に
進
め
た
。

明
治
四
十
五
年
五
月
卜
五
日
、
第
十
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
郷
里
の
秋
田
県
か
ら
立
候
補
し
た
町
田
は
三
五
六

五
票
を
獲
得
、
県
ド
最
高
点
て
当
選
し
て
、
政
治
家
と
し
て
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

総

理

大

臣

に

最

も

近

か

っ

た

男

以
後
、
十
回
当
選
す
る
が
、
最
初
の
当
選
か
ら
ま
だ
三
年
に
過
ぎ
な
い
時
点
で
大
隈
重
信
内
閣
の
農
商
務
省
参
政
官

に
抜
擢
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
手
腕
も
早
く
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
、
町
田
は
若
槻
礼
次
郎
内
閣
の
農
林
大
臣
と
し
て
初
の
入
閣
を
果
た
す
。
本
県
出
身
の

代
議
士
が
大
臣
に
な
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

町
田
は
そ
の
後
も
浜
口
雄
幸
内
閣
農
林
大
臣
、
第
二
次
若
槻
礼
次
郎
内
閣
農
林
大
臣
、
岡
田
啓
介
内
閣
商
工
大
臣
、

小
磯
国
昭
内
閣
国
務
大
臣
を
歴
任
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
岡
田
内
閣
商
工
相
の
時
は
、
二
・
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ

た
高
橋
是
清
大
蔵
大
臣
の
後
を
受
け
て
蔵
相
も
兼
務
し
て
い
る
。

当
初
は
無
所
属
で
の
当
選
で
あ
っ
た
が
、
大
正
に
入
っ
て
か
ら
は
憲
政
会
に
所
属
し
、
憲
政
会
が
民
政
党
と
改
称
さ

れ
た
後
も
同
党
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
は
つ
い
に
そ
の
民
政
党
の
総
裁
に
推
さ

れ
る
。
こ
の
総
裁
受
諾
に
至
る
ま
で
の
町
田
の
謙
虚
で
真
摯
な
態
度
と
識
見
は
、
広
く
政
界
全
体
の
称
賛
を
呼
び
起
こ

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。



そ
れ
以
前
に
も
町
田
は
し
ば
し
ば
政
府
か
ら
叙
爵
や
栄
位
の
招
き
を
受
け
て
い
た
が
、
終
始
一
貫
、
一
衆
議
院
議
員

と
し
て
と
ど
ま
り
、
憲
政
の
正
道
を
歩
も
う
と
す
る
精
神
き
わ
め
て
強
固
な
も
の
が
あ
っ
た
。

町
田
が
総
裁
に
就
任
し
た
翌
年
の
選
挙
で
民
政
党
は
大
勝
利
を
お
さ
め
、
第
一
党
と
な
っ
た
。
本
来
な
ら
第
一
党
の

党
首
が
そ
の
ま
ま
総
理
大
臣
に
な
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
す
で
に
軍
国
主
義
、
軍
閥
政
治
が
広
が
り
始
め
て
い
て
、
町

田
の
首
相
へ
の
道
は
つ
い
に
開
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
長
か
っ
た
戦
争
の
時
代
が
終
わ
っ
た
。
十
一
月
に
は
政
党
も
よ
み
が
え
り
、
町
田
は
日

本
進
歩
党
の
総
裁
に
推
挙
さ
れ
た
。
彼
は
八
十
三
歳
の
高
齢
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
火
に
荒
れ
た
国
土
と
虚
脱
状
態
に

陥
っ
て
い
た
国
民
を
座
視
す
る
に
忍
び
ず
、
政
権
の
担
当
を
決
意
し
て
翌
春
に
予
定
さ
れ
て
い
た
選
挙
の
た
め
の
準
備

を
始
め
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
十
一
年
二
月
に
出
さ
れ
た
連
合
軍
最
高
司
令
部
の
公
職
追
放
令
に
よ
っ
て
総
裁
の
地
位
を
追
わ
れ
、

政
界
を
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

気
持
ち
の
張
り
を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
同
年
の
夏
頃
か
ら
急
速
に
老
衰
が
目
立
ち
始
め
、
十
月
末
に
牛
込
の
第

一
国
立
病
院
に
入
院
す
る
が
、
わ
ず
か
二
週
間
後
の
十
一
月
十
二
日
、
八
十
三
歳
を
一
期
と
し
て
彼
岸
に
旅
立
っ
た
。

友
人
代
表
の
幣
原
喜
重
郎
が
葬
儀
委
員
長
を
務
め
て
小
石
川
護
国
寺
で
行
わ
れ
た
葬
儀
に
は
、
天
皇
か
ら
入
江
侍
従

が
勅
使
と
し
て
差
遣
さ
れ
る
な
ど
盛
大
で
あ
っ
た
。
墓
地
は
大
隈
重
信
の
眠
る
す
ぐ
そ
ば
に
定
め
ら
れ
た
が
、
翌
二
十

二
年
七
月
に
は
秋
田
市
の
誓
願
寺
に
も
分
骨
さ
れ
、
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

最
終
の
位
階
勲
等
は
、
正
三
位
勲
一
等
で
あ
る
。
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